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１ 議 事 日 程 

   〔令和５年太宰府市議会 予算特別委員会〕 

                                    令和５年６月12日 

                                    午後 １ 時 00 分 

                                    於 全員協議会室 

 日程第１ 議案第35号 令和５年度太宰府市一般会計補正予算（第２号）について 

２ 出席委員は次のとおりである（８名）        

  委 員 長  小 畠 真由美 議員      副委員長  神 武   綾 議員 

  委  員  橋 本   健 議員      委  員  舩 越 隆 之 議員 

    〃    徳 永 洋 介 議員        〃    入 江   寿 議員 

    〃    今 泉 義 文 議員        〃    タコスキッド 議員 

３ 欠席委員は次のとおりである 

   な   し 

４ 太宰府市議会委員会条例第18条により説明のため出席した者の職氏名（１５名） 

  総 務 部 長  髙 原   清                村 田 誠 英 

  市民生活部長  髙 原 寿 子        健康福祉部長  川 谷   豊 

  都市整備部長  柴 田 義 則        観光経済部長  友 添 浩 一 

  経営企画課長  轟   貴 之        防災安全課長  竹 崎 雄一郎 

  地域コミュニティ課長  宮 﨑 征 二                河 野 貴 之 

  生活支援課長  木 村 浩 一        保育児童課長  伊 藤 健 一 

  子育て支援課長  髙 原 真理子        建 設 課 長  齋 藤 実貴男 

  産業振興課長  満 崎 哲 也 

５ 職務のため議事室に出席した事務局職員の職氏名（３名） 

  議会事務局長  野 寄 正 博        議 事 課 長        花 田 敏 浩 

  書    記  三 舛 貴 市 

         

総 務部経 営
企画担当理事

人権政策課長兼
人権センター所長 
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              開会 午後１時00分 

            ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

○委員長（小畠真由美委員） 皆さん、こんにちは。 

 定足数に達しておりますので、これより予算特別委員会を開会いたします。 

 直ちに議案の審査に入ります。 

            ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

  日程第１ 議案第３５号 令和５年度太宰府市一般会計補正予算（第２号）について 

○委員長（小畠真由美委員） 日程第１、議案第35号「令和５年度太宰府市一般会計補正予算（第

２号）について」を議題といたします。 

 お諮りします。 

 審査の都合上、歳出から審査を行いたいと思います。また、補正の説明において関連として

同時に説明したほうが分かりやすい補正項目については、併せて説明をお願いしたいと思いま

すが、これにご異議ありませんか。 

              （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（小畠真由美委員） 異議なしと認め、お諮りしたとおり決定しました。 

 それでは、歳出の審査に入ります。 

 補正予算書は12ページ、13ページをお開きください。 

 ２款１項９目財政調整基金費について説明を求めます。 

 経営企画課長。 

○経営企画課長（轟 貴之） 皆さん、こんにちは。 

 それでは、細目001財政調整基金費の財政調整資金積立金についてご説明いたします。 

 これは、今回の６月補正の財源調整として計上させていただいておりまして、後ほど各担当

課長より説明がありますが、財源の追加などにより余剰となる歳入376万4,000円を財政調整資

金に積み立てるものでございます。これによりまして、現時点における財政調整資金残高とい

たしましては、予算ベースで約29億9,349万円となります。 

 説明は以上でございます。 

○委員長（小畠真由美委員） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

              （「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（小畠真由美委員） 次に進みます。 

 次に、２項４目男女共同参画推進費について説明を求めます。 

 人権政策課長。 

○人権政策課長（河野貴之） ４目男女共同参画推進費の財源更正につきましてご説明申し上げま

す。 

 当初予算で計上している女性相談業務委託料597万7,000円につきまして、国庫支出金が補助



－3－ 

率４分の３にて交付決定がされましたので、財源更正を行うものであります。 

 これに関する歳入といたしまして、補正予算書の８ページ、９ページをご覧ください。 

 15款２項１目総務費国庫補助金、１節企画費補助金に地域女性活躍推進交付金448万2,000円

を補正計上しております。様々な課題、困難、不安を抱える女性についての相談事業実施に対

し、交付されるものでございます。 

 説明は以上でございます。 

○委員長（小畠真由美委員） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 タコスキッド委員。 

○委員（タコスキッド委員） すみません、相談ということなんですけれども、具体的に何かその

相談の機関を設けるのに、それの人件費とかで予算がついたということですかね。 

○委員長（小畠真由美委員） 人権施策課長。 

○人権政策課長（河野貴之） 今委員お尋ねのとおり、こちらの相談事業は、この相談に対して専

門的な知見を持つＮＰＯ法人に委託をしておりますので、その委託料の一部として予算計上し

ているものです。 

 以上です。 

○委員長（小畠真由美委員） ほかにはありませんか。 

 よろしいですか。 

              （「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（小畠真由美委員） 進めます。 

 次に、５目地域づくり推進費について説明を求めます。 

 地域コミュニティ課長。 

○地域コミュニティ課長（宮﨑征二） 細目003地域コミュニティ推進費、18節負担金、補助及び

交付金、一般コミュニティ助成事業助成金360万円につきましてご説明申し上げます。 

 この助成金は、一般財団法人自治総合センターの一般コミュニティ助成に係る交付金です。

このたび、通古賀区自治会150万円、水城台区自治会210万円の採択を受けましたので、合わせ

て360万円の助成金を補正計上するものです。 

 事業内容につきましては、通古賀区がパソコンや音響機器、テントなど、水城台区がイベン

ト用のやぐらステージや観覧席などの備品購入です。 

 この歳出予算に関する歳入財源につきまして、併せてご説明いたします。 

 補正予算書10ページ、11ページをご覧ください。 

 上段になりますが、21款諸収入、４項雑入、１目雑入のうち、総務費雑入360万円が一般財

団法人自治総合センターからの助成金になります。 

 説明は以上でございます。 

○委員長（小畠真由美委員） 説明は終わりました。 
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 質疑はありませんか。 

 タコスキッド委員。 

○委員（タコスキッド委員） すみません、その自治総合センターの補助金というのは、いわゆる

宝くじとかそういうことですか。 

○委員長（小畠真由美委員） 地域コミュニティ課長。 

○地域コミュニティ課長（宮﨑征二） 財源は、宝くじの分の広報普及事業ということになってお

ります。 

 以上です。 

○委員長（小畠真由美委員） ほかにはありませんか。 

              （「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（小畠真由美委員） 進めます。 

 次に、３款１項１目社会福祉総務費について説明を求めます。 

 生活支援課長。 

○生活支援課長（木村浩一） 細目007生活困窮者自立支援関係費962万5,000円についてご説明い

たします。 

 12節委託料につきましては、新型コロナウイルス感染症の影響により増加している生活困窮

者の様々な課題に対応するため、令和２年度より自立相談支援事業、経済的課題の中心となる

家計改善支援事業につきまして、委託により相談支援体制の拡充をしておりました。しかし、

令和５年度予算編成の段階におきましては、コロナウイルスの感染状況を見据えながら、ひと

まず３か月分の予算を計上しておりましたが、電力、ガス、食料品等の価格高騰等により家計

への負担が大きい世帯が増え、相談件数が減少しなかったことから、今回、引き続き９か月間

事業を継続するため、生活困窮者家計改善支援事業業務委託料536万5,000円、生活困窮者自立

相談支援事業業務委託料426万円の増額補正をお願いするものです。 

 なお、関連がございますので、歳入予算につきましても併せて説明させていただきます。 

 補正予算書の８ページ、９ページをご覧ください。 

 15款２項２目１節社会福祉費補助金の中の新型コロナウイルス感染症セーフティネット強化

交付金であります。こちらにつきましては、歳出予算の４分の３の721万7,000円を計上してお

ります。 

 続きまして、補正予算書の13ページにお戻りください。 

 次に、細目009電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金給付事業費3,276万4,000円及

び細目010住民税非課税世帯等臨時特別給付金給付事業費5,045万9,000円についてご説明いた

します。 

 こちらにつきましては、事業の確定により超過交付となりました国負担金を返還するもので

あります。これらの返還金は、実績を上回る補助金を返還するものでありますので、実質的に

は一般財源からの支出はございません。 
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 説明は以上になります。 

○委員長（小畠真由美委員） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 いいですか。 

 橋本委員。 

○委員（橋本 健委員） 007生活困窮者自立支援関係費、これ対象者数を教えてください。 

○委員長（小畠真由美委員） 生活支援課長。 

○生活支援課長（木村浩一） 対象者数なんですけれども、こちらにつきましては年間……。 

○委員長（小畠真由美委員） 相談件数の実績でも構いません。 

○生活支援課長（木村浩一） すみません、実績です。 

 すみません。まず、新規の自立相談件数の推移につきましてなんですけれども、令和元年度

が166件、令和２年度527件、令和３年度が365件、令和４年度が222件と、ピーク時よりは減少

していますけれども、継続相談が年間665件ありますので、令和４年度につきましては年間

887件の相談のほうを受けております。 

 以上です。 

○委員長（小畠真由美委員） よろしいですか。 

 ほかにはありませんか。 

              （「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（小畠真由美委員） 関連してなんですけれども、私のほうから。この事業なんですが、

グリーンコープさんに委託をされているということでございます。交付金を使ってのこの事業

なんですが、これは新型コロナが落ち着いたという判断の中でやめていく事業なのか、それと

もずっと続けていこうとする事業なのか、そこを教えてください。 

 生活支援課長。 

○生活支援課長（木村浩一） こちらの事業につきましては、継続して実施するようにしておりま

す。 

○委員長（小畠真由美委員） ということは、交付金の支給が終わった後は、一般財源で出してい

こうというようなことでよろしいですか。 

 生活支援課長。 

○生活支援課長（木村浩一） こちらにつきましては人数を増員という形にしておりますので、今

後コロナウイルスの相談者が少なくなった場合は、ちょっと人数は減らすような形なります。 

○委員長（小畠真由美委員） ありがとうございます。もう一つ、すみません、質問なんですが、

010の住民税非課税世帯等臨時特別給付金給付事業費なんですが、これは以前報告を受けまし

たときに、太宰府市、筑紫野市あたりは、まだ確認書を送付して、それを送り返してもらって

確認をする作業と労力があるので、他市はもう既に一括して振込が始まっているんだけれど

も、国の交付金を使ってそういうことができないでしょうかというふうに所管ともお話しして
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おりました。その後の経過をお知らせください。 

 生活支援課長。 

○生活支援課長（木村浩一） こちらにつきましては、今年度、令和５年度にエネルギー、電力、

ガス、こちらの給付金３万円につきましては、超プッシュ型という形で確認書を送付しないや

り方に一応変更する予定にしております。 

○委員長（小畠真由美委員） ありがとうございます。 

 それでは進めます。 

 次に、14ページ、15ページをお開きください。 

 ３款２項３目教育・保育施設費について、まず保育所等整備交付金に関する説明を求めま

す。 

 保育児童課長。 

○保育児童課長（伊藤健一） 細目003教育・保育施設費のうち、保育所等整備交付金の6,010万

1,000円の減額補正について説明させていただきます。 

 こちらは、星ヶ丘保育園の建て替えに伴うものでございますが、今般の急激な建築資材の高

騰に伴い設計の見直しが必要になるなど、事業の進捗に遅れが生じてございます。このことか

ら、当初は令和４年度、令和５年度の２か年で整備する予定としておりましたが、やむを得ず

令和５年度、令和６年度の２か年で整備すべく、スケジュールを変更することとなりました。

このことにより、年度間の事業量を踏まえまして、令和５年度につきましては6,010万1,000円

の減額をお願いするものでございます。 

 なお、関連がございますので、歳入予算につきましても併せて説明させていただきます。 

 補正予算書８ページ、９ページをお開きください。 

 15款２項２目２節児童福祉費補助金の中の保育所等整備交付金5,342万3,000円の減額でござ

います。こちらにつきましても、歳出同様、令和５年度の事業量を踏まえまして減額をお願い

するものでございます。 

 さらに、関連がございますので、債務負担行為補正につきましても併せて説明させていただ

きます。 

 補正予算書の４ページをお開きください。 

 保育所等整備交付金の債務負担行為補正でございますが、先ほど申し上げました整備スケジ

ュールの変更に伴いまして、改めて令和６年度の限度額として１億2,690万9,000円を新たに計

上させていただくものでございます。 

 説明は以上でございます。 

○委員長（小畠真由美委員） 説明は終わりましたが、ここまでの質疑はありませんか。 

 よろしいですか。 

              （「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（小畠真由美委員） 進めますね。 
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 続けて、教育・保育施設費のうち、その他の項目に関する説明を求めます。 

 保育児童課長。 

○保育児童課長（伊藤健一） 申し訳ございませんが、説明の都合上、細目003教育・保育施設費

の中の保育所等給食支援補助金、こちらにつきまして説明させていただきます。 

 こちらにつきましては、物価高騰が続く中、保育所等における給食の材料費高騰分を助成す

ることで、保護者の負担を増やすことなく給食の質を維持しようとするものです。令和４年度

に引き続き、県の補助金を活用して助成しようとしております。 

 ここでは、私立の認可保育所14園に対する補助金を計上しておりますが、金額につきまして

は、県の補助要綱に基づきまして、児童１人１か月当たりの上限額1,050円に在籍児童の年間

延べ人数を乗じて1,757万7,000円としております。 

 次に、同じく教育・保育施設費の中の医療的ケア児日常生活支援事業補助金について説明さ

せていただきます。 

 ご存じのとおり、令和３年度に医療的ケア児及びその家族に対する支援に関する法律が施行

され、その中で当該支援に関する自治体の責務も規定されましたが、先般、対象となる児童の

保護者からの相談を受けたこともあり、県の補助制度を活用して支援を行い、保護者の負担の

軽減を図ろうとするものでございます。 

 内容につきましては、訪問看護事業所が幼稚園等を訪問して行う看護に係る費用の一部を助

成するもので、金額につきましては、県の補助要綱に基づき、１時間当たり7,500円、年間の

利用上限時間を144時間とし、予算額としましては、７月スタートということで、９か月分の

81万円を計上しております。 

 次に、細目番号002市立保育所管理運営費の126万円について説明させていただきます。 

 こちらにつきましては、南保育所に対する給食支援補助を保育業務委託料として計上するも

のでございます。金額につきましては、先ほどの私立の認可保育園と同様、県の基準を参考に

しまして、児童１人一月当たりの上限額1,050円に在籍児童の年間延べ人数を乗じまして126万

円としております。なお、南保育所につきましては、公設民営ということで県補助金の対象外

となりますので、財源につきまして、その全額を新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時

交付金で賄うこととしております。 

 なお、関連がございますので、歳入予算につきましても併せて説明させていただきます。 

 申し訳ございません、補正予算書の８ページ、９ページをお開きください。 

 16款２項２目２節児童福祉費補助金の中の保育所等給食支援補助金の878万8,000円でござい

ます。こちらにつきましては、私立の認可保育園のみが対象となりますが、歳出予算の

1,757万7,000円の２分の１、878万8,000円を計上しております。なお、財源として残りの２分

の１の市負担分につきましては、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を充当し

ております。 

 また、同じく児童福祉費補助金の中の医療的ケア児日常生活支援事業費補助金の40万
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5,000円につきましても、県の補助要綱に基づきまして、歳出予算の２分の１を計上している

ところでございます。 

 説明は以上でございます。 

○委員長（小畠真由美委員） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 タコスキッド委員。 

○委員（タコスキッド委員） すみません、15ページ、003教育・保育施設費、18の医療的ケア児

日常生活支援事業補助金の分なんですけれども、対象者の人数と、この補助を受けるための何

か条件というか要件とか、そういうものがあれば教えてください。 

○委員長（小畠真由美委員） 保育児童課長。 

○保育児童課長（伊藤健一） 対象者は、ちょっと説明の中で申し上げましたが、１名ご相談があ

っております。現在のところは、把握している分はその方だけでございます。 

 条件としましては、医療機関の派遣の指示書というんですか、そういったものが必要になり

ます。県の補助金も活用いたしますので、そういったことで幾つかの対象となるべく条件とい

うのはあります。医療機関の指示書みたいなのが必要なります。 

 以上でございます。 

○委員長（小畠真由美委員） ほかにはありませんか。 

 神武副委員長。 

○副委員長（神武 綾委員） 003教育・保育施設費の保育所等給食支援補助金ですけれども、認

可保育園の14か所ということになっていますが、これ、届出保育所とか、あと幼稚園も同じよ

うにお子さんが通ってあると思うんですけれども、その辺はどのような対応をされるのか、も

うされないのか、その辺のところをお願いします。 

○委員長（小畠真由美委員） 保育児童課長。 

○保育児童課長（伊藤健一） 認可外保育所ですね、こちらにつきましては、県が10分の10補助を

することになっております。また、幼稚園のほうにつきましても、ちょっと率はあれですけれ

ども、県のほうが直接補助することになっております。 

 以上でございます。 

○委員長（小畠真由美委員） ほかにはありませんか。 

              （「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（小畠真由美委員） じゃあ、１つだけ、すみません。医療的ケア児のこれは、受入れ園

はどこになるのか。それから、幼稚園等とありますが、ほかに保育園とか、市直轄でやってい

るごじょう保育所とかの受入れができるのかとか、その辺の事情を教えてください。 

 保育児童課長。 

○保育児童課長（伊藤健一） ちょっと前後するかもしれませんけれども、保育園に関しまして

は、基本的に看護師さんが配置されていますので、基本的にはここから外れるかなとは思って
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いるところでございます。 

 それから、対象園は、これは幼稚園です。市内の幼稚園に通われるということでご相談いた

だいた分でございます。 

○委員長（小畠真由美委員） １か所ですか。 

○保育児童課長（伊藤健一） １か所でございます。すみません。 

○委員長（小畠真由美委員） 分かりました。 

 それでは進めます。 

 次に、６目家庭児童対策費について説明を求めます。 

 子育て支援課長。 

○子育て支援課長（髙原真理子） 細目002子育て支援センター事業費677万2,000円の増額補正に

ついてご説明いたします。 

 こちらは、本年度中の開設に向け準備を進めておりますこども家庭センターの整備に向け、

既存の子育て支援センター建屋を改修するための費用及びトイレの追加工事等に係る費用等を

計上させていただくものでございます。10節需用費の消耗品費10万円は、職員用の合鍵の製

作、乳幼児を連れて来所される方をご案内する相談室の環境整備などの費用を予定しておりま

す。12節委託料の事務所等移転委託料25万3,000円は、子ども発達相談室きらきらルームを現

在のいきいき情報センターから支援センターへ移転させるための引っ越し費用及び既存建屋か

ら増築建屋への移動費用でございます。14節工事請負費の子育て世代包括支援センター整備工

事631万9,000円は、既存建屋の改修工事及びトイレの追加設置工事等に係る費用でございま

す。17節備品購入費の施設一般備品10万円は、パーティション購入などの費用を予定しており

ます。 

 説明は以上でございます。 

○委員長（小畠真由美委員） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

              （「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（小畠真由美委員） 進めます。 

 次に、３項１目生活保護総務費について説明を求めます。 

 生活支援課長。 

○生活支援課長（木村浩一） 細目002生活保護事務関係費80万3,000円についてご説明いたしま

す。 

 12節委託料についてですが、こちらは、国において令和５年10月より生活保護の算定基準と

なる生活扶助基準額につきまして大規模な改定が行われます。そのため、既設システムの改修

の必要性があることから、増額補正をお願いするものであります。 

 なお、関連がございますので、歳入予算につきましても併せて説明させていただきます。 

 補正予算書８ページ、９ページをご覧ください。 
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 15款２項２目１節社会福祉費補助金の中の生活保護費補助金でございます。こちらにつきま

しては、歳出予算の２分の１の40万1,000円を計上しております。 

 説明は以上になります。 

○委員長（小畠真由美委員） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 私のほうからいいですか。すみません。この10月からの大きな改正になるんですが、例えば

例として、65歳以上の単身者で、現状維持、もしかしたらプラスアルファになるというような

こと、いろいろな条件があると思いますが、それでいくと、一つの例としてだったらどんなふ

うになるんでしょうか。 

 生活支援課長。 

○生活支援課長（木村浩一） こちらにつきましてはまだ詳細までは決まっておりませんので、そ

ういったケースは今のところちょっと分かりません。 

○委員長（小畠真由美委員） 一応算定方法としては、地域の等級であるとか、年齢構成であると

か、そういったところですね。それになってくるんでしょうか。これは２類が変わってくるん

ですか。 

 生活支援課長。 

○生活支援課長（木村浩一） こちらにつきましては補助基準額が変わってきますので、居宅の基

準生活費、家に住まわれている方、そして救護施設に入っている方、そして入院している方の

基準額が変わるという形になります。 

○委員長（小畠真由美委員） ほかにはありませんか。 

 よろしいですね。 

              （「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（小畠真由美委員） では進めます。 

 次に、４款１項３目母子保健費について説明を求めます。 

 子育て支援課長。 

○子育て支援課長（髙原真理子） 細目002母子健康教育相談関係費59万9,000円の増額補正につき

ましては、現在スマートフォンでご利用いただける電子母子手帳だざいふ子育て応援アプリう

めっこクラブにおいて、様々な子育て支援の情報提供を行っておりますが、新たに妊娠届出や

出産・子育て応援給付金の申請機能を追加し、利便性のさらなる向上を図るための使用料とし

て、13節使用料及び賃借料59万9,000円の増額補正をお願いするものでございます。 

 財源につきましては、補正予算書８、９ページをお開きください。 

 15款２項３目の１節保健衛生費補助金に出産・子育て応援交付金として44万円を計上いたし

ております。金額の根拠としましては、補助基準額が出産・子育て応援給付金の申請者数

100人当たり４万4,000円となっておりますことから、申請者数を1,000人と見込んで計上いた

しております。 
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 説明は以上でございます。 

○委員長（小畠真由美委員） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 タコスキッド委員。 

○委員（タコスキッド委員） すみません、002母子健康教育相談関係費の先ほど言われた子育て

支援アプリうめっこクラブなんですけれども、こちらは情報サービスの拡充に伴っての増額と

いうことなんですけれども、これはもう毎年度かかってくる金額になるということですかね。 

○委員長（小畠真由美委員） 子育て支援課長。 

○子育て支援課長（髙原真理子） 毎年かかってまいります。 

○委員長（小畠真由美委員） ほかにはありませんか。 

 神武副委員長。 

○副委員長（神武 綾委員） 今この子育て支援アプリを利用されている方というのはどのくらい

いらっしゃるかとか、人数は把握されていますでしょうか。もし分かったら教えてください。 

○委員長（小畠真由美委員） 子育て支援課長。 

○子育て支援課長（髙原真理子） 今現在、ユーザー総数は690人ほどとなっております。 

 以上です。 

○委員長（小畠真由美委員） ほかにはありませんか。 

              （「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（小畠真由美委員） 進めます。 

 次に、16ページ、17ページをお開きください。 

 ６款１項５目農地費について、関連がありますので、８款１項１目土木総務費と併せて説明

を求めます。 

 建設課長。 

○建設課長（齋藤実貴男） ５目農地費の財源更正につきましてご説明申し上げます。また、関連

がある同じページ下段の１目土木総務費の財源更正につきましても併せて説明申し上げます。 

 財源更正する歳出予算は、大佐野にある原口池の実施設計委託料です。予算額は1,500万円

で、国の補助金を見込んでいましたが、令和５年度の福岡県へのため池の設計、工事関係に対

する補助金の配分が厳しい結果となり、本市への配分がなかったので、福岡県と協議を行った

結果、起債で対応する必要が生じたため、財源更正を行うものです。 

 下の段、８款１項１目につきましては、実施設計の事務費としての職員給与で、補助金の交

付がなかったため、起債充当額が30万円減額となっております。 

 歳入の関連もありますので、予算書８ページ、９ページをご覧ください。 

 先ほど説明した補助金の減額に関する歳入予算で、15款２項４目、農業水路等長寿命化・防

災減災事業補助金1,125万円が減額となります。 

 予算書10ページ、11ページをご覧ください。 
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 補助金の代替予算としての起債計上のため、22款１項２目、農業用施設整備事業1,140万円

を増額しています。 

 次に、予算書４ページをご覧ください。 

 第３表地方債補正の一番上の農業用施設整備事業債につきまして、今回の財源更正の起債計

上により、限度額を4,670万円に補正しております。 

 以上で説明を終わります。 

○委員長（小畠真由美委員） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 徳永委員。 

○委員（徳永洋介委員） 国の補助金が厳しいって、ゼロになったということですか。 

○委員長（小畠真由美委員） 建設課長。 

○建設課長（齋藤実貴男） 福岡県に対して３割しかつかなかったということになります。その３

割につきましては、福岡県のほうで実際の工事費に充当して、いわゆる設計関係の事業につき

ましては起債でというふうなことになっております。 

 以上です。 

○委員長（小畠真由美委員） よろしいですか。 

 ほかにはありませんか。 

              （「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（小畠真由美委員） それでは進めます。 

 次に、７款１項２目商工振興費について説明を求めます。 

 産業振興課長。 

○産業振興課長（満崎哲也） 細目番号001商工振興費の増額補正5,195万5,000円についてご説明

いたします。 

 今回の補正予算は、エネルギー・食料品価格等高騰対策支援策といたしまして、プレミアム

付地域商品券の発行とサテライトオフィス整備支援のためのものであります。 

 まず、プレミアム付地域商品券の発行でございますが、エネルギー・食料品価格等の高騰の

影響を受ける市民や事業者への支援といたしまして、販売額にプレミアム分の20％を上乗せし

た独自の商品券を発行するものでありまして、商工会事業として実施いたしますだざいふペイ

及びだざいふ得とく商品券の工事券に対し、プレミアム分として市が負担いたします商工会へ

の補助金と、太宰府市独自の事業として実施いたします紙の商品券の発行に関する事務費や委

託料を計上させていただいております。 

 紙の商品券につきましては、昨年度、スマートフォン等をお持ちでない方や、キャッシュレ

スに慣れない方向けの商品券といたしまして、市議会や市民要望を受けまして、発行額

1,500万円、プレミアム率20％を上乗せした発行総額1,800万円にて太宰府市の事業として実施

いたしましたが、スマートフォン等にてキャッシュレスのだざいふペイの申込みができないな
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ど応募条件を付させていただいたものの、約1,300人からの紙の商品券の応募を受け、申込み

総額の約３割である約400名の方への抽せん販売にとどまりました。 

 またまだ紙の商品券のニーズがあることや、コロナ感染症も２類から５類に移行したことも

ありまして、紙の商品券の使用にも昨年に比べてもリスクが少なくなると判断されることか

ら、今年度は紙の商品券の発売額を5,000万円、プレミアム率20％を上乗せしました発行総額

を6,000万円にて実施させていただきたいと考えております。 

 補正予算の内容でございますが、10節需用費の９万円、11節役務費の60万6,000円、12節の

委託料の1,971万1,000円、13節の使用料及び賃借料の54万8,000円は、全て太宰府市が実施い

たします紙の商品券を発行するために要する費用でございます。 

 なお、具体的な紙の商品券の内容につきましては、昨年度の実績やだざいふペイ等の今後の

動向を踏まえまして検討していくこととしております。 

 次に、18節の負担金、補助及び交付金のサテライトオフィス整備支援事業補助金につきまし

て、新型コロナウイルス感染症対策を踏まえたテレワークやワーケーションなど新しい生活様

式に対応することや、昨今のエネルギー・食料品価格等の高騰が続く中で、経済的負担の軽減

を図ることを目的といたしまして、市内にサテライトオフィスを設置する事業者に対しての開

設費の一部を支援するために、対象経費の２分の１の100万円を上限としておりますが、予算

額といたしましては１件分の100万円を計上させていただいております。 

 次のプレミアム付商品券事業補助金につきましては、商工会が主体的に実施される事業とな

り、キャッシュレス商品券のだざいふペイ及びリフォーム等に使えるだざいふ得とく商品券の

工事券の発行に要する補助金でございまして、県の補助金のプレミアム率10％と市からの補助

金のプレミアム率10％の合計20％のプレミアム率を基本線とし、販売額３億円にプレミアム率

20％を上乗せいたしました発行総額３億6,000万円にて実施する予定でございます。 

 なお、発行の時期、販売の時期等の具体的な内容につきましては、今後商工会と詳細につい

て詰めていくことといたしております。 

 なお、関連がございますので、歳入につきまして併せて説明させていただきます。 

 補正予算書の８ページ、９ページをお開きください。 

 15款２項１目３節、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の6,200万4,000円の

うち、商工振興費で増額補正いたします5,195万5,000円の全額を財源としております。 

 説明は以上でございます。 

○委員長（小畠真由美委員） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 橋本委員。 

○委員（橋本 健委員） ちょっといま一つ理解できなかった部分がありますので、これはいつか

ら開始されるんでしょうか。いつからいつまでなのか。 

○委員長（小畠真由美委員） プレミアム商品券ですね。 
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○委員（橋本 健委員） はい。 

○委員長（小畠真由美委員） 産業振興課長。 

○産業振興課長（満崎哲也） まず、商工会事業として実施いたしますキャッシュレスのだざいふ

ペイ、それからリフォーム等で使える工事券つきまして、現在発行時期等につきまして協議を

行っておりまして、おおむね10月ぐらいのスタートができればというところで、今現在詰めて

いるところでございます。 

 また、紙の商品券につきましても、その後11月頃をめどに開始ができればということで、お

おむね１月末ぐらいの日程で実施を考えさせていただきたいなというところで検討しておると

ころでございます。 

 以上です。 

○委員長（小畠真由美委員） 橋本委員。 

○委員（橋本 健委員） 去年の反省を生かして、キャッシュレス非対応者向けも予算を取られて

実施するということですけれども、これは発行場所はどちらになりますか。商工会ですか。 

○委員長（小畠真由美委員） 産業振興課長。 

○産業振興課長（満崎哲也） 紙の商品券につきましては、太宰府市が発行元となります。事業者

の選定とか、あとは使えるお店でありますとか、平日の販売であるとか、あと換金ですね、こ

の分につきましては商工会のほうへの委託を考えております。 

 以上でございます。 

○委員長（小畠真由美委員） 橋本委員。 

○委員（橋本 健委員） これは紙のほうも工事券はありますか。商品と工事券。 

○委員長（小畠真由美委員） 産業振興課長。 

○産業振興課長（満崎哲也） 紙のほうにつきましては、工事券という位置づけはございません

で、いわゆるキャッシュレス非対応という方を対象とした商品券ということで考えておりま

す。 

○委員長（小畠真由美委員） ほかにはありませんか。 

 タコスキッド委員。 

○委員（タコスキッド委員） だざいふペイに関してはキャッシュレスなので、使った分という形

だと思うんですけれども、紙ラクに関して言うと、前もって商品券を買っておくという形だと

思うんですが、期限内に使われなかった分とかというのがあるんでしょうか。 

○委員長（小畠真由美委員） 産業振興課長。 

○産業振興課長（満崎哲也） 一応使用期限というのをあらかじめ決めさせていただきまして、そ

れを使われる予定をまず立てていただきまして、購入の予定を立てていただければということ

で考えておりまして、余った券の換金と返金等という分には対応はできないという形になろう

かと思います。 

○委員長（小畠真由美委員） タコスキッド委員。 
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○委員（タコスキッド委員） 前回分で使われなかった分というのは把握できているんでしょう

か。 

○委員長（小畠真由美委員） 産業振興課長。 

○産業振興課長（満崎哲也） 一部使われなかったというものがあったというふうに把握はしてい

るところでございます。 

○委員長（小畠真由美委員） よろしいですか。 

 ほかにはありませんか。 

 神武副委員長。 

○副委員長（神武 綾委員） サテライトオフィスについてですけれども、これは１件分の100万

円ということでしたけれども、これは令和５年３月31日募集締切りの分の１件ということでよ

ろしいのか。 

○委員長（小畠真由美委員） 産業振興課長。 

○産業振興課長（満崎哲也） 令和６年３月31日までにお支払いを終わるというところを想定して

おりますので、３月10日前後ぐらいまでの設置のほうというところでお願いをしていく形にな

ろうかと思います。 

○委員長（小畠真由美委員） 神武副委員長。 

○副委員長（神武 綾委員） 令和５年３月31日までに申込みを締め切った分についてのこれは予

算化ということでしょうか。 

○委員長（小畠真由美委員） 産業振興課長。 

○産業振興課長（満崎哲也） この分はこれからの申請になりますので、令和５年までの申込みと

いうことで、既にそういった相談があったというところでの部分も、今回補正予算として計上

させていただいているわけではないということでございます。 

○委員長（小畠真由美委員） 神武副委員長。 

○副委員長（神武 綾委員） サテライトオフィスのこの事業は、結構進めていこうということ

で、２年前ですかね、うたってあったと思うんですけれども、１件100万円というのは、件数

１件というのがちょっと少ないんじゃないかなとも思うんですけれども、そこら辺としてはど

ういうふうな判断でこの件数を上げていらっしゃるのかということと、もう一つ、すみませ

ん、このサテライトオフィスの補助金の交付について規則があるんですけれども、この交付決

定について、市長は、申請があったときに内容を審査して、適当と認めるときには補助金の交

付決定を行うというふうにあるんですけれども、これはもう市長判断でされているのか、ま

た、これは書類だけの審査になるのかなというふうにちょっと取ったんですけれども、現地調

査とかということもされているのかということ、そのところをお聞かせください。 

○委員長（小畠真由美委員） 産業振興課長。 

○産業振興課長（満崎哲也） まず、件数でございますが、過去の実績でございます、令和２年度

は実績がございませんでした。令和３年度につきましては１件、それから令和４年度につきま
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しても、これも決算前でございますが１件の申請を受付いたしまして、交付をさせていただい

ています。そういうところで、今回も１件というところでさせていただいた、実績に基づきま

してさせていただいているというのが状況でございます。 

 それから、交付の対象ということでございまして、まず、申請内容というのも当然ながら確

認させていただきながら、どういった内容が経費として出ているのかということのヒアリング

等も行いまして、状況によりましては現地の確認等もしていくというところでこれまでやって

きております。ですので、一応そういった形で、今回も申請がございましたらそのような対応

をしていこうかというふうに考えているところでございます。 

○委員長（小畠真由美委員） 神武副委員長。 

○副委員長（神武 綾委員） 最後にですけれども、今までのサテライトオフィスの場所はいきい

き情報センターの１階だった思うんですけれども、これは場所はここに限らないわけですよ

ね。空き家も使っていいよということになっていると思うんですけれども、そういう理解でよ

ろしいでしょうか。 

○委員長（小畠真由美委員） 産業振興課長。 

○産業振興課長（満崎哲也） 今委員ご指摘のとおり、１件はいきいき情報センターの１階に今既

に入っておるところがございます。昨年度ありました１件につきましては、今お話がありまし

たような市内の空き店舗、そういったところをご利用されてサテライトオフィスとしてご申請

をいただいているところでございまして、今後はそういった店舗がございましたら、そういっ

たところも対象としながらというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○委員長（小畠真由美委員） ほかにはありませんか。 

              （「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（小畠真由美委員） では進めます。 

 ８款１項１目については先ほど説明がありましたので、次に、18ページ、19ページをお開き

ください。 

 ９款１項２目非常備消防費から４目災害対策費までについて説明を求めます。 

 防災安全課長。 

○防災安全課長（竹崎雄一郎） ２目非常備消防費と３目消防施設費の財源更正と４目001災害対

策関係費180万円についてご説明申し上げます。 

 まず、２目非常備消防費の財源更正ですが、当初予算で９款１項２目001消防団関係費、

11節の被服費に消防団の活動服の購入の予算を計上しておりましたが、一般財団法人自治総合

センターが行っておりますコミュニティ助成事業におきまして、地域防災組織育成助成事業と

して100万円の助成を受けられることになりましたので、一般財源から特定財源に財源を更正

するものでございます。 

 次に、３目消防施設費の財源更正についてですが、当初予算で９款１項３目001消防施設等
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整備費の工事請負費で、太宰府西小学校校舎屋上に設置しておりますモーターサイレン交換工

事の予算を計上しておりましたが、国の防災対策事業債の防災基盤整備事業の対象になる確認

が取れましたので、対象分の160万円を一般財源から特定財源に財源更正するものでございま

す。 

 次に、４目災害対策費、001災害対策関係費、18節負担金、補助及び交付金、地域防災組織

育成助成事業交付金180万円の増額補正についてですが、先ほどと同じく、自治総合センター

が行っておりますコミュニティ助成事業におきまして、松川区から申請がありました防災備品

等の購入につきまして助成が受けられることとなりましたので、助成決定額180万円を計上す

るものでございます。購入備品につきましては、ＬＥＤバルーン投光器、四つ折りたんか、ポ

ータブル発電機などでございます。 

 関連する歳入といたしまして、補正予算書の10ページ、11ページをお開きください。 

 21款諸収入、４項雑入、１目雑入の消防費雑入に財源更正分の100万円と災害対策費の180万

円の合計額280万円を計上させていただいております。 

 また、22款市債、１項市債、４目消防債の消防施設整備事業債に、財源更正分の160万円を

計上させていただいております。 

 あわせまして、第３表地方債補正がございますので、４ページをお開きください。 

 消防施設整備事業債に同額の160万円を増額させていただいております。 

 説明は以上でございます。 

○委員長（小畠真由美委員） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 よろしいですか。 

              （「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（小畠真由美委員） 以上で歳出の説明を終わります。 

 次に、歳入の審査に入ります。 

 補正予算書は８ページ、９ページをお開きください。 

 20款１項１目繰越金について説明を求めます。 

 経営企画課長。 

○経営企画課長（轟 貴之） １節前年度繰越金8,322万3,000円の増額補正につきましてご説明い

たします。 

 これは、先ほど生活支援課長から説明がありました住民税非課税世帯等臨時特別給付金給付

事業並びに電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金給付事業の執行のなかった国庫補助

金の残額を返還することから、前年度繰越金を計上しております。 

 説明は以上でございます。 

○委員長（小畠真由美委員） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 
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              （「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（小畠真由美委員） 以上で一般会計補正予算（第２号）の審査を終わります。 

 それでは、補正全般について質疑漏れがありませんか。 

 よろしいですか。 

 神武副委員長。いいですよ。ページ数を言ってください。 

○副委員長（神武 綾委員） ８ページ、９ページ、歳入についてですけれども、15款２項１目の

総務費国庫補助金の新型コロナウイルス感染症の臨時交付金ですけれども、今回１件分の対象

になっていますが、これ令和５年度分の交付予定額が分かっていれば教えていただきたいんで

すけれども。令和５年度分の総額の一部を今回充てているということでよろしいでしょうか。 

○委員長（小畠真由美委員） 経営企画課長。 

○経営企画課長（轟 貴之） こちらの地方創生臨時交付金につきましてでございますが、こちら

につきましては、まず昨年の９月に交付限度額が示されております。これは、電力・ガス・食

料品等価格高騰重点支援地方交付金の創設分でございます。そして、今年の３月に同じく交付

金の、こちらにつきましては増額・強化分ということで追加で交付限度額が示されておるとこ

ろでございます。そちらの交付金を活用して、今回充当のほうをさせていただいておるところ

でございます。 

 以上でございます。 

○委員長（小畠真由美委員） 神武副委員長。 

○副委員長（神武 綾委員） ９月と３月分とを合わせてこの6,200万4,000円ということでよろし

いですか。 

○委員長（小畠真由美委員） 経営企画課長。 

○経営企画課長（轟 貴之） こちらのほう、今回計上させていただいています6,200万4,000円で

ございますが、こちらにつきましては、今申し上げた交付金の一部を活用させていただいてお

りまして、まだ残額分はあると、今後に活用していきたいということで考えているところでご

ざいます。 

 以上でございます。 

○委員長（小畠真由美委員） 神武副委員長。 

○副委員長（神武 綾委員） その総額を教えてもらっていいですか。 

○委員長（小畠真由美委員） 経営企画課長。 

○経営企画課長（轟 貴之） そうしましたら、今般の今回６月補正で計上させていただいていま

す6,200万円余を差し引きますと、残りは約１億3,000万円となっております。 

 説明は以上でございます。 

○委員長（小畠真由美委員） よろしいですか。 

 ほかに質疑漏れはありませんか。 

              （「なし」と呼ぶ者あり） 
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○委員長（小畠真由美委員） それでは、以上で本案に対する説明と質疑は全て終了いたします。 

 次に、討論を行います。 

 討論はありませんか。 

              （「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（小畠真由美委員） これで討論を終わります。 

 採決を行います。 

 議案第35号について原案のとおり可決することに賛成の方は挙手を願います。 

              （全員挙手） 

○委員長（小畠真由美委員） 全員挙手です。 

 したがって、議案第35号「令和５年度太宰府市一般会計補正予算（第２号）について」は原

案のとおり可決すべきものと決定しました。 

              〈原案可決 賛成７名、反対０名 午後１時49分〉 

○委員長（小畠真由美委員） 以上で当委員会に審査付託されました案件の審査は全て終了いたし

ました。 

            ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

○委員長（小畠真由美委員） ここでお諮りします。 

 本会議における委員会の審査内容と結果の報告につきましては、委員長に一任願いたいと思

いますが、これにご異議ありませんか。 

              （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（小畠真由美委員） 異議なしと認め、委員会の審査内容と結果の報告につきましては、

委員長に一任することに決定しました。 

            ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

○委員長（小畠真由美委員） それでは、これをもちまして予算特別委員会を閉会いたします。 

              閉会 午後１時50分 

            ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 
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   上記会議次第は事務局長の記載したものであるが、その内容が正確であることを証するため 

  ここに署名します。 

 

                   令和５年８月14日 

 

 

              太宰府市予算特別委員会委員長  小 畠 真由美 


	340221_太宰府市予算（Ｒ050612）
	340221_太宰府市予算Ｒ05年６月目次


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 600
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 600
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 600
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 600
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


